
キャタピラーDXソリューション
～i-Construction2.0に向けた新しい施工方法の提案～
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i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～

令和6年4月国土交通省『i-Construction2.0』より抜粋
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MC対応ラジオコントロールKIT
R
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～Electro-Hydraulicシステム採用～
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COMMANDキット

従来の遠隔操作ショベルとの違い

 後付け可能
 投資タイミングの平準化
 現行油圧ショベルに対応

 コスト低減
 大規模な改造は不要

 生産性向上
 マシンコントロールの標準化

RCチップの入替により、
1台のコンソールで、複数の対応機種操作可能
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マシンコントロールによる遠隔操作
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COMNANDコンソール
『LOS』現場内無人施工

（発売中）

COMNANDステーション
『NLOS』遠隔内無人施工

（新発売）

1対1のWi-Fi無線通信(2.4GHz帯)
直線距離で最大400m

インターネット
専用回線

全てのマシンコントロール機能が使用可能

レンタル
可能

Cat COMMAND
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土木ではコンソール型が活躍するのでは？

 災害・緊急対応

 人の立ち入りが困難な危険区域

 鉱山・砕石・砂防ダム現場

 テクノロジーを活用した次世代施工
…etc

平常時は有人操作機械として使用可能
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待望のミニ油圧ショベル用COMMANDコンソールも登場

303CRミニ油圧ショベル＋COMMANDコンソール
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ステーション型のシステム構成

建機とアクセスポイントはWi-Fi接続

Command Station Site Communication Command Kit

インターネット光回線、他
最大5台
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マシンコントロールによる遠隔操作

ブルドーザーの自動操行
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実際の⾧距離遠隔施工

※残念ながら、現時点では

携帯電話のネットワーク

では動かない。

※専用の通信システムが

必要。

令和6年4月国土交通省『i-Construction2.0』より抜粋
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ステーション型の利用事例

キャンピングカーやコンテナにステーションを搭載

想定される稼働例

200m以内の安全な場所から遠隔施工

機械と共にステーションも移動
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遠隔施工は既に実現しています
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i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～

①-2 ICT施工の原則化

令和6年4月国土交通省『i-Construction2.0』より抜粋
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いよいよ建設業にも残業時間の上限規制が適用

10%の工期短縮が必要
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チルトローテータ
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チルトローテータの導入

法に正対しなくても施工可能 車体の横側や壁面の際も掘削可能

レンタル
可能
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チルトローテータの導入

0.45で真横から1:1.5勾配を法切り正面からでは3tしか作業できない現場
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チルトローテータの導入

埋め戻しも自由自在

レンタル
可能

グラップル（オプション）装着で
掴み作業も可能に
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チルトローテータの導入

チルトローテーターの導入で現場が変わる

が、一定の操作スキルが必要
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with AR
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専用ARカメラを装着した3D施工

通常の3D施工 ARカメラを
搭載した3D施工  専用ARカメラを装着する事で、3D設計データ

と現況映像を重ねて表示
 いつでも完成形をイメージした施工が可能
 現場全体の位置/空間把握がし易く、現場内の

不明確さを排除
 進捗を常に可視化でき、施工をサポート

専用ARカメラキット
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DXの時代へ、お手伝いさせていただきます。
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